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50 代医師の将来のキャリアプランに関する調査 

 
 
１． 目 的 

超高齢社会におけるシニア世代医師の活躍の場の拡大と男女共同参画の推進を想定し、50
代の医師の現在の就労状況と将来のキャリアプランを調査することで、シニア世代医師の活
躍の在り方を検討することを目的とする。結果は、今後の医療政策や男女共同参画への提言
および女性医師支援センターのシニア医師の就業継続支援、新たな事業展開の検討に活用す
る。 
 
 
２． 対 象 

50 代の医師（日本医師会員） 
 
 
３． 方 法: 

ウェブ・アンケート調査 
 
 
４． 調査主体: 

女性医師支援センター 
 
 
５． 協力: 

男女共同参画委員会 
 
 
６． サポート: 
 日医総研 

以 上 
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アンケート調査票 Ver.2023-0907-1400 
 
１．現在のご自身の状況 
 
Q1. 年齢を教えてください。 
 
Q2. 性別を教えてください。 

1. 男 
2. 女 
3. その他 

 
Q3. 医学部卒業年を教えてください。 
（西暦。1990 年 3 月卒業の場合、「1990」） 
 
Q4. 居住地の都道府県を選んでください。 
 
Q5. 現在の配偶者・パートナーの状況について、教えてください。 

1. 配偶者・パートナーがいる（相手は医師） 
2. 配偶者・パートナーがいる（相手は医師以外） 
3. 配偶者・パートナーはいない 

 
Q6. 現在の子どもの状況について教えてください。 

1. 未成年（18 歳未満）の子どもがいる 
2. 子どもはいるが、未成年（18 歳未満）の子どもはいない 
3. 子どもはいない 

 
Q7. 現在、介護を必要とするご家族はいらっしゃいますか。 

1. いる 
2. いない 

  

WEB での回答となるので、紙での回

答はできません 
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Q8-1 診療科・専門領域を教えてください。 
【複数選択】 
1. 内科 （含む、循環器内科等、●●内科） 
2. 外科 （含む、消化器外科等、●●外科） 
3. 小児科・小児外科 
4. 産婦人科 
5. 精神科 
6. 皮膚科 
7. 眼科 
8. 耳鼻咽喉科 
9. 泌尿器科 
10. 整形外科 
11. 脳神経外科 
12. 形成外科 
13. 救急科 
14. 麻酔科 
15. 放射線科 
16. リハビリテーション科 
17. 病理 
18. 臨床検査 
19. 総合診療 
20. その他（          ） 

 
Q8-2 上記の中から、メインの診療科・専門領域を１つ選択してください。 

1. 内科 （含む、循環器内科等、●●内科） 
2. 外科 （含む、消化器外科等、●●外科） 
3. 小児科・小児外科 
4. 産婦人科 
5. 精神科 
6. 皮膚科 
7. 眼科 
8. 耳鼻咽喉科 
9. 泌尿器科 
10. 整形外科 
11. 脳神経外科 
12. 形成外科 
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13. 救急科 
14. 麻酔科 
15. 放射線科 
16. リハビリテーション科 
17. 病理 
18. 臨床検査 
19. 総合診療 
20. その他（          ） 

 
２．現在の働き方 
 
Q9. 現在のご自身の働き方を表すものとして、最も当てはまるものをひとつ選択してくださ

い。 
1. 開業医 
2. 勤務医 
3. その他（     ） 

 
(Q9 で「1」を回答した場合) 
Q9SQ1-1 開業に至った経緯について、教えてください 

1. 新規開業 
2. 親族からの承継 
3. 親族以外の第三者からの承継 

 
(Q9 で「1」を回答した場合) 
Q9SQ1-2 後継者の状況について教えてください。 

1. 後継者候補がおり、後継者本人の意思確認済み 
2. 後継者候補はいるが、後継者本人の意思確認はしていない 
3. 後継者候補はいない 
4. 閉院・廃業予定 
5. その他（        ） 

 
(Q9 で「1」を回答した場合) 
Q9SQ1-3 将来の事業承継の展望について、選択肢となるものを以下からすべて選んでく
ださい。【複数選択】 

1. 親族への承継 
2. 親族以外の第三者個人への承継 
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3. 他の医療法人等への事業承継（事業売却、Ｍ＆Ａ） 
4. 閉院 
5. 未定・わからない  

 
 
 
 
(Q9 で「2」または「3」を回答した場合) 
Q9SQ2-1 主たる勤務先での職位について教えてください。 

1. 経営者・役員クラス（理事・院⾧ 等） 
2. 管理職クラス（部⾧・科⾧・教授 等） 
3. その他 

 
(Q9 で「2」または「3」を回答した場合) 
Q9SQ2-2 主たる勤務先での勤務形態を教えてください。 

1. 常 勤 
2. 非常勤（「常勤」以外、スポット勤務を除く） 
3. スポット勤務（不定期で特定の日時に限定して勤務。例:手術時の麻酔科医や予防接

種の担当医等） 
 
(Q9 で「2」または「3」を選択した場合) 
Q9SQ2-3 主たる勤務先での定年の有無と定年の年齢について教えてください。 

1. 定年がある(     ) ※定年がある場合、定年の年齢を半角数字で記入 
2. 定年はない 

 
(Q9 で「2」または「3」を選択した場合) 
Q9SQ2-4 今後 10 年以内に、開業の予定または構想はありますか。 

1. 予定あり 
2. 予定はないが、開業を考えている 
3. 予定や構想なし 

 
(Q9SQ2-4 で「1」または「2」を選択した場合) 
Q9SQ2-5 以下のうち、開業手段の選択肢となりうるものをすべて選んでください。 
【複数選択】 

1. 新規開業 
2. 親族からの承継 
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3. 親族以外の第三者からの承継 
 
Q10. 平均的な 1 週間の総労働時間を教えてください（労働時間には、医療機関の開設

者・管理者としての執務時間を含みます）。 
1. 週 20 時間未満 
2. 週 20 時間以上 40 時間未満 
3. 週 40 時間以上 60 時間未満 
4. 週 60 時間以上 80 時間未満 
5. 週 80 時間以上 100 時間未満 
6. 週 100 時間以上 
 
 
 

 
Q11. 現在の労働時間と収入のバランスに対する満足度について教えてください。 

1. とても不満 
2. やや不満 
3. どちらでもない 
4. やや満足 
5. とても満足 

 
Q12. 現在の仕事において、「臨床」と「臨床以外」に従事している時間の割合を教えて

ください。 
 臨  床 :    ％ 
 臨床以外 :    ％ 

 
※本アンケート調査における「臨床」とは、医療現場（診療所や病院、在宅医療）で実際

に患者に接し、診察や治療を行うことを指します（自己研鑽・研究を除く）。なお、学校
医や産業医、健診は臨床以外とします。 

 
Q13. 現在の平均的な 1 週間当たりの宿日直やオンコール待機の状況について教えてくだ

さい。【複数選択】 
1. 宿日直をしている→1 週間当たり（ ）回  
2. オンコール待機をしている→1 週間当たり（ ）回  
3. 上記いずれもしていない 
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３．将来（65 歳以降）のキャリアプラン 
 
Q14. 医師としての引退（将来に向けて医療行為を行わなくなる）年齢を決めていますか。 

1. 決めている（     ）  
※決めている場合は年齢を半角で回答。65 歳以下で引退を想定される方は Q22 以降を回答 

2. 決めていない 
 
Q15. 65 歳以降、想定している就労地域について教えてください。 

1. 現在の居住地から通える範囲 
2. 移住予定 
3. 決めていない 

 
（Q15 で「2」または「3」を回答した場合） 
Q15SQ1 以下のうち、就労先の候補となる都道府県や地域をすべて選んでください。 
【複数選択】  
 
 
（Q15 で「2」を回答した場合） 
Q15SQ2 65 歳以降の移住先を考えるにあたって、重視することを教えてください。（自由
記述） 

 
Q16. 65 歳以降、想定している働き方について教えてください。 

1. 開業医 
2. 勤務医 
3. その他(    ) 

 
（Q16 で「2」または「3」を回答した場合） 
Q16SQ1 65 歳以降、想定している勤務形態を教えてください。 

1. 常 勤 
2. 非常勤（「常勤」以外、スポット勤務を除く） 
3. スポット勤務（不定期で特定の日時に限定して勤務。例:手術時の麻酔科医や予防

接種の担当医等） 
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（Q16 で「2」または「3」を回答した場合） 
Q16SQ2 65 歳以降、想定しているメインの職場を教えてください。 

1. 病院 
2. 診療所 
3. 介護施設 
4. 行政 
5. その他（      ） 

 

Q17. 65 歳以降、想定している１週間当たりの労働日数と総労働時間をそれぞれ教えてく
ださい。 
 1 週間当たりの労働日数（  日） 
 1 週間当たりの総労働時間（  時間） 

 

Q18. 65 歳以降、想定している 1 週間当たりの宿日直の回数について教えてください。 
1. 宿日直をする→1 週間当たり（ ）回 ※週当たり回数を半角数字で回答。 
2. 宿日直はしない 

 
Q19. 65 歳以降、想定している「臨床」と「臨床以外」に従事する時間の割合を教えてく

ださい。 
 臨  床 :    ％ 
 臨床以外 :    ％  

 
※本アンケート調査における「臨床」とは、医療現場（診療所や病院、在宅医療）で実際

に患者に接し、診察や治療を行うことを指します（自己研鑽・研究を除く）。なお、学校
医や産業医、健診は臨床以外とします。 

 

Q20. 65 歳以降、医師として注力したいことを教えてください【3 つまで複数選択】。 
1. 最新の医学知識と技術の取得 
2. 新たな診療科・専門領域の知識と技術の習得 
3. 地域医療への貢献 
4. 後進の指導・育成 
5. 研究論文執筆・学会発表 
6. 新たな資格（産業医や健康スポーツ医等）や学位等の取得 
7. 医療制度・医療政策・診療報酬の知識取得 
8. その他（      ） 
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Q21. 65 歳以降、医師として働くにあたって重視する労働条件・職場環境について、教え
てください。【３つまでの複数選択】 
1. 年収・給与 
2. 労働時間 
3. 休日・休暇の取得のしやすさ 
4. 役職・肩書き 
5. 医療従事者間の円滑なコミュニケーション 
6. 人事評価の公正さ 
7. 自己研鑽のサポート制度 
8. 育児・介護のサポート制度 
9. その他（        ） 

 
 
Q22. 65 歳以降の医師としてのキャリアプランを考えるにあたって、日本医師会や地域医

師会に望むことはありますか。【自由記述】 
 

 
 
 
 
大変お忙しいところ調査にご協力賜り、誠にありがとうございました。調査結果は、より望
ましい医療政策の実現に向けた政策提言、医師の就労継続支援、サポート体制並びに女性医
師支援センターの新たな事業展開についての検討に活用させていただきます。 
 

以 上 


